
百日咳の報告が増加しています！

百日咳は、百日咳菌によって引き起こされる急性呼吸器感染症です。

特有の発作性けいれん性の咳が特徴で、いずれの年齢でも感染しますが、小児が

中心となっています。
特に生後6か月以下の乳児では重症化しやすく、まれに死に至ることもある疾患です。

百日咳とは？

症状

感染経路

・飛沫感染
咳やくしゃみなどのしぶきに含まれ
る菌が粘膜に付着する

・接触感染
菌が付いている物に触れた手で粘膜

をを触れる等

感染対策

・手指衛生
手洗い、手指の消毒

・咳エチケット
マスクの着用、ティッシュ・
ハンカチで口や鼻を覆う

・換気

潜伏期間
（菌が体に入ってから症状
が出るまで）７～10日間

カタル期
普通のカゼ症状から咳の回
数や程度が悪化

痙咳期(けいがいき)
百日咳特有の咳が出現

回復期
激しい咳は徐々に減るが
時々、発作性の咳が出る

約２週間 約２～３週間 約２・３週間～

咳が続くときは
医療機関を
受診しよう

令和７年５月 茨城県潮来保健所作成

小・中学生が約90％
を占めている！

学校保健安全法における取り扱い

特有の咳が消失するまで又は5日間の適正な抗菌薬療法が終了
するまで出席停止とされています。
ただし、病状により学校医その他の医師において感染の恐れ
がないと認めたときは、この限りではありません。
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